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Rhizoctonia solani AG―1 IBによるニンジン葉腐病と Rhizoctonia属菌によるその他のニンジン病害

は　じ　め　に

北海道におけるニンジン生産は，栽培面積 4,670 ha，
収穫量 194,700 tといずれも全国第 1位である（農林水
産省，2019）。北海道のニンジン栽培は，春に播種し，
秋に収穫する作型を中心とした大規模な露地栽培が行わ
れており，播種から収穫まで機械作業により行われる。
本道では黒葉枯病（病原菌：Alternaria dauci）が多発し，
しばしば問題となっている。本病に対する薬剤防除が 1

作につき 2回以上行われているが，2019年には道内の
ニンジン栽培面積の 23.4％で本病の発生が認められた
（北海道病害虫防除所，2019）。

2016年に北海道中央部の後志地方で，収穫期に黒葉枯
病に類似した葉枯性の病害が発生した。本病は Rhizocto-

nia solani菌糸融合群（AG）―1 IBによるニンジンの新病
害であることが明らかとなり，「葉腐病」の病名を提案
した（MORI et al., 2021）。
我が国では，これまでに Rhizoctonia属菌によるニン

ジン病害として，根部が腐敗する根腐病（長井・深津，
1971），苗の時期に発生する苗立枯病（米本ら，2008）
および根部に黒色粒が付着する黒あざ病（MISAWA and 

TODA, 2013）の発生が報告されている。
本稿ではニンジン葉腐病について菌の分離・同定およ
び病原性試験の結果を紹介する。また，根腐病，苗立枯
病および黒あざ病についても各病害の特徴を紹介する。

I　ニンジン葉腐病

 1 病徴および発生状況
2016年 9月，北海道後志地方のニンジンで生育後期

に葉身および葉柄が褐変する病害が発生した（図―1a）。
発生当初は黒葉枯病と誤認され，同病に対する薬剤防除
が行われたが病勢の進展が止まらず，葉身・葉柄の枯死
に至った（図―1b）。発病圃場の土壌表面には白い菌糸や
菌核の形成が認められた（図―1b）。発病葉を顕微鏡下で
観察すると Rhizoctonia様の菌糸が確認された。2016年
の発生は収穫直前に確認されたため，茎葉の倒伏により
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a b
図－1 ニンジン葉腐病の病徴

a：葉身の褐変，b：葉身～葉柄の腐敗，罹病植物上と土壌表面に生じた白色の菌糸（坂内泰輔氏原図）
（MORI et al., 2021より転載）．
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